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地中の温度は年中一定（≒平均気温）

この温度特性を空調等に
うまく利用するのが
「地中熱利用」です

・夏は空気より冷たい

・冬は空気より暖かい

この温度差が

地中熱利用のメリット

です
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地中熱とは？



地中熱利用の形態
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地中熱利用のメリット
汎用性
・日本中どこでも利用可能
・空調、給湯、融雪等様々な用途に利用可能

安定性
・天候に左右されない
・季節、昼夜を問わず利用可能

省エネルギー性・省ＣＯ２性
・空気より熱源としての温度条件に優れるため、高効率
・化石燃料からの転換でＣＯ2大幅削減

ピークカット効果
・効率が外気温に左右されないため、ピークカットに大きな効果

ヒートアイランド抑制効果
・冷房排熱を外気に排出しないためヒートアイランド現象を抑制
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導入効果

笹田（2010）

空気熱 2005-07年の平均

地中熱 2008-09年
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地中熱交換器：ボアホール75m×8本
空調面積：303m2

ヒートポンプ：冷房 58.3kW、暖房 65.6kW
COP：年平均 4.3、暖房 3.6、冷房 5.8

年間
49％削減

空調電力消費量
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地中熱ヒートポンプシステム

世界の普及状況
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地中熱ヒートポンプシステムの設置件数

環境省（2021）
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地中熱ヒートポンプシステム普及状況
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環境省（2021）



地中熱ヒートポンプシステム

導入箇所別設置件数
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環境省（2021）



東京都の導入事例

場所打ち杭
18.6m×6本
ダブルUチューブ
120m×21本

地域熱供給の
熱源の一部に
利用

（環境省パンフレット「地中熱の利用」より） 10

【鉄道】小田急世田谷代田駅・東北沢駅

【商業施設】 JPタワー「KITTE」

【学校】 渋谷区立本町学園

【地域熱供給】 東京スカイツリー地区

線路の下床盤に
水平式熱交換器を設置

待合室の空調に利用

ダブルUチューブ
100m×40本設置

プール加温・シャワー給湯、
体育館の冷暖房等に利用

（東京都環境局「地中熱の事例」より）

ダブルUチューブ
85m×22本設置

アトリウム空調
に利用

（環境省パンフレット「地中熱読本」より）



東京オリンピック・パラリンピック施設にも

環境省「地中熱利用システム」より

「アクアティクスセンター（仮称）新築工事基本設計」より
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戸建住宅での地中熱利用

（図は積算資料住宅建築編2016の「地中熱特集」から）

室内機器

ファンコイルユニット

パネルラジエータ

床暖房

給湯機 等

ヒートポンプ（熱源機）

水―水ヒートポンプ
（地中熱・空気熱のハイブリッドを含む）

地中熱交換器

ボアホール方式（Ｕチューブ 等）

杭方式（戸建住宅の場合、地盤改良杭が多い）

水平方式（蛇行・らせん状・シート型 等）

（地中熱ヒートポンプ 冷温水配管方式の場合）
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地中熱ヒートポンプシステム
冷媒配管方式

地中熱ヒートポンプシステム
ダクト方式

地中熱利用システム
空気循環方式

戸建住宅での地中熱利用 ～利用方式～

地中熱ヒートポンプシステム
冷温水配管方式

（積算資料住宅建築編2016） 13



茨城県那珂市 地中熱を利用した住宅

2015年12月落成

床暖房のリビング

壁埋込み型の吹き出し口

ヒートポンプ
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南魚沼市 ネット・ゼロ・エネルギー住宅

ヒートポンプ 見える化システム

ファインコイルユニット

パネルヒーター
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水戸市 地中熱全館空調の家

ヒートポンプ（天井裏）

居室の吹出し口

全館空調の邸宅

地中熱交換器と横引き配管の接続部

地中の恵みで快適空間を実現

面積： 1階 144㎡ 2階 51㎡
空調： ダクト方式による全館空調
コンセプト： ネット・ゼロ・エネルギー
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【創エネルギー・省エネルギー・エネルギーの見える化など、様々な環境対策】

省エネはもとより、地中熱利用や太陽光発電システムをはじめとする創エネルギーの活用、エネルギーの見える化など、
積極的に環境対策に取り組んでいます。

創エネルギーへの取り組み
地中熱ヒートポンプシステム
地中の熱を、夏季は冷房の放熱・冬季は暖房の採熱源として
利用し、エントランスホールの空調負荷の軽減を実現。

（上記Webサイトより）

集合住宅での地中熱利用

首都圏での利用事例

パークシティ武蔵小杉 ザ グランドウイングタワー
https://www.mitsuifudosan.co.jp/corporate/news/2012/0427/

概要

●2019年度末で38件

●供用部で利用
・エントランスホール ・駐車場融雪 等
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【東京都の助成事業】 熱と電気の有効利用促進事業

災害にも強く健康にも資する断熱・太陽光住宅普及拡大事業
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【クールネット東京】 https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/effective_utilization

■主な助成要件
〈地中熱利用システム〉
(1) 地中の熱を熱源として給湯、空調又は給湯及び空調に利用するシステムで、

クローズドループ型で地中に埋設した地中熱交換器を使用するものであること。
(2) 暖房時エネルギー消費効率（定格COP値）が3.7以上であること。

■受付期間
令和4年9月8日から令和7年3月31日（17時公社必着）まで

■助成対象設備・補助率

助成対象設備 助成率 上限額

地中熱利用システム 機器費、工事費の1/2 地中熱利用システム1台当たり1,500,000円
※ただし、戸建への設置は1台が上限



【国の補助金】 ZEH補助金（2022年度）
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【環境共創イニシアチブ】 https://sii.or.jp/

パンフレット
「2022年の経済産業省と環境省のZEH補助金について」より

①ZEH支援事業

④超高層ZEH-M実証事業／⑤中高層ZEH-M支援事業

⑥低層ZEH-M促進事業



東京地中熱ポテンシャルマップ

https://www3.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/
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【環境省】再生可能エネルギー情報提供システム

[REPOS(リーポス)]

REPOSによる地中熱導入ポテンシャル
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[REPOS] 導入ポテンシャル推計方法

REPOSサイト「概要資料導入編」より 22



【NEDO】再エネ熱の導入ポテンシャル

出典：NEDO「TSC Foresight」Vol.41
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ご清聴ありがとうございました


